
支援計画

解説と支援の方向性について

※書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』（104～105頁）を参考に記入してください。　検索"自閉症　フレームワーク”

自閉症の人の正直さがよくでた「かるた」です。作戦を立ててたり、かけ引きをするのは得意では
ありません。自分の頭のイメージ、相手の頭のイメージが違っていることをしったり、整理したり
することも苦手です。「見ると強く注目し衝動的に置いてしまう」という特性も影響している場合
があります。　ルールや社会的な状況は事前に伝える必要があります

※支援の具体的な計画は自立課題シートで整理する方法もあります

環境を変える部分は？ 本人の特性にあわせた支援は？ 本人に伝える・教える部分は？

・社会的な規模を本人にあわせ
る。
・トランプゲーム（例えば、バ
バ抜き）によっては、トランプ
を固定するツールなどを使用す
る。

・本人のイメージできる形で、
トランプゲームのポイントや
ルール、周囲の状況を事前に伝
える。

・必要に応じて、本人のイメー
ジと違った相手のイメージを視
覚的な文章や図解で伝える。

活用できる他の資源 活用できる本人のスキル 活用できる本人の気づき

事前に１対で教える時間と場所
がある

文章、絵、図解、表、リスト、
取扱説明書を理解し、活用でき
る

皆とトランプゲームはしたいと
思っている

■ 様々な状況の変化
ゲーム参加者の気持ちや社会的
な状況の変化（そこに気づかな
い）

■ 影響を与える刺激や情報
目の前のトランプがある。その
状況

■ 必要な支援がない
本人にあわせた指示が無いゲー
ムのポイント、ルール、周囲の
状況が本人が理解できる形で伝

えられていない。

□その他

■ 社会性・対人関係の特
性：周囲の状況を確認をし
ながら、暗黙のルールを理
解したり、作戦を立てゲー
ムをしたりする調整が難し
い

■ 全体よりも細部に注目する特
性：自分のイメージ、見えてい
るものに強く注目する

■ 想像思考の困難さ

■ 記憶の特性：トランプゲーム
の内容（例えば、神経衰弱な
ど）によっては、鮮明にカード
の状況を把握して、パワフルに
ゲームを進める（長期記憶の強
さ）

□ 習慣になっているものがある

■ 自分流の気づき・考え方をもつ
見えたのでやっているだけ
自分のイメージしていることが強
くある
ゲーム参加者も自分と同じように
思っている（違った考え方がある
ことに注目できていない）

■ 過去に経験したこと学んだこと
過去に経験したこと、見えたこと
を鮮明に記憶しいる。

□ 過去に経験したことにより恐怖や嫌
悪感をもっていること

■ 行動前の状況※
数人でトランプゲームをやる
トランプの目の前の状況
社会的にゲームを進めるための、本人
に必要な情報提供がない

■ 行動後の状況・結果※
周囲が楽しめない、囲の不満
抽象的に周囲から注意される
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課題になっている行動（気になる行動）

環境・状況の要因 本人の特性 本人の経験や気づきの影響

周囲の状況を見ず、

自分のイメージだけで

ゲームを進める
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